
ソユーズ宇宙船での異常事象（宇宙飛行士の緊急帰還）の状況について

１．概要
• 10月11日（日本時間）に発生したソユーズロケットの異常により、ソユーズ宇宙船（56S）が緊急帰還した。

• ロスコスモスによる事故調査の結果、組立時に発生したロケット1段（ブースター）の分離用センサーの変形が原因と発表。

• あわせて、ソユーズロケット・宇宙船（57S）の飛行再開スケジュールは、 12月3日（現地時間）と発表された。
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２．ロスコスモスからの事故原因発表内容
• ソユーズロケット1段（ブースター）の１基の分離シーケンス異常が引き金となり、当該

ブースターがロケット２段のタンクに衝突し、タンクが減圧されたことで、機体の安定性

を失った。

• ブースターの分離シーケンス異常は、（ブースターを2段から引き離すための推力を発生

させる、）当該ブースターのジェットノズルの蓋が開かなかったためで、バイコヌール宇宙

基地での組み立て作業において分離用接触センサーを変形させたことが原因。

３．ソユーズ宇宙船の飛行再開スケジュール
• 56Sの次となるソユーズ宇宙船（57S）の打上げ日は、12月3日（現地時間）とロスコスモスより発表（11/1発表）。

• 57Sには、オレッグ・コノネンコ（露）、ダビッド・サン・ジャック（カナダ）、アン・マクレイン（米）宇宙飛行士が搭乗予定。

４．今後のISSの宇宙飛行士滞在予定について
12/3予定の57S打上げ後、6名体制となり、ISSの宇宙飛行士滞在が継続される見込み。

その後、現在滞在中の3名の宇宙飛行士が12/20に帰還し、当面3名体制となる見込み。

ソユーズロケット (Soyuz FG)

１段

（ブース

ター）

（４式）

２段

３段

資料27-1
第２７回

ISS・国際宇宙探査小委員会
H30.11.6



HTV6までの
着水区域

１．「こうのとり」7号機のISS離脱・再突入予定
【ISSからの離脱予定日時】11月8日(木) 午前1時50分頃（日本時間）

【大気圏への再突入日時】

（南下ルートの場合）11月11日(日) 午前6時30分頃（日本時間）

（北上ルートの場合）11月10日(土) 午後8時50分頃（日本時間）

※時刻は実際の運用状況によって前後することがある。

※大気圏への再突入ルートは、小型回収カプセルの回収予定海域

の天候状況を踏まえ、11月6日に上記のいずれかに決定する予定。

「こうのとり」7号機のISS離脱・再突入、HTV搭載小型回収カプセルの予定について
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２．HTV搭載小型回収カプセルの予定
【目的】 以下の技術を獲得すること。

① 揚力誘導制御技術

② 軽量熱防護技術

③ ISSからの実験サンプル回収技術（タンパク質結晶を回収予定）

【予定】

• 再突入後、サンプルを、航空機で、13日に筑波宇宙センターに移送。

• カプセル本体は、船で、おおよそ1週間後に筑波宇宙センターへ移送。

＜曝露パレットについて＞

当初予定では、HTV7係留中にISSの旧型バッテリをHTV7で輸送した新

型バッテリを船外活動にて交換し、その曝露パレットをHTV7に再搭載し

廃棄する予定であったが、ソユーズ宇宙船（56S）の異常事象を受けこ

れらの作業が実施できないため、曝露パレットをISS上に残してHTV7は

ISSから離脱する予定。尚、バッテリ交換作業はソユーズ(57S)クルーが到

着後、適切な時期に実施する。

HTV搭載小型回収カプセル（直径84cm)


